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主　な　内　容 　「認定いわでやまこども園」には広い畑があり、
３歳以上の年少・年中・年長のこどもたちが野菜
を植えています。４月から５月にかけて、３歳児
はキュウリ、４歳児はナスと枝豆、５歳児はトマ
トとジャガイモを植えました。７月下旬から８月
上旬までの収穫を楽しみにしており、収穫した野
菜は給食の食材として味わったり、家庭に持ち
帰ったりしています。また、職員が植えたたくさ
んのサツマイモは１０月に園児が収穫し、その場
面をテレビ放送してもらったりしています。
　上記の写真は、４歳児が枝豆の種植えをしてい
る様子です。
認定いわでやまこども園　園長　平塚　正寛

やさしく土のふとんをかけてあげようねやさしく土のふとんをかけてあげようね

大きくなったね大きくなったね 元気な芽が出ますように元気な芽が出ますように
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本
委
員
会
は
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ

る
優
良
農
地
の
確
保
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
地
域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
次
の
重
点

事
項
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
相
互
の
連
絡
調
整
、
組
織
強
化

②
関
係
機
関
と
連
携
し
た
農
地
利
用
集

積
の
促
進
や
人
・
農
地
プ
ラ
ン
へ
の

取
組
み
支
援

③
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対

策
の
強
化

④
農
地
と
担
い
手
対
策
、
農
業
・
農
村

の
活
性
化
対
策
に
重
点
を
置
い
た
活

動
⑤
農
業
を
担
う
多
様
な
人
材
の
確
保
・

育
成
を
推
進
す
る
た
め
、
女
性
や
若

い
農
業
者
の
登
用
に
向
け
た
会
議
や

研
修
会
の
開
催

⑥
優
良
農
地
確
保
の
た
め
の
農
地
制
度

の
適
正
執
行
の
推
進

⑦
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
と
加
入
推

進
の
強
化

⑧
農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
及
び
地
域

農
業
者
へ
の
情
報
提
供
活
動
の
強
化

⑨
農
家
の
声
の
積
極
的
な
収
集
・
集
約

と
、
関
係
機
関
等
へ
の
改
善
策
提
案

令
和
四
年
度
　
事
業
計
画

基
　
本
　
方
　
針

重
　
点
　
事
　
項

　
四
月
二
十
五
日
（
月
）
開
催
の
第
一
回
総
会
に
お
い
て
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
七
日
（
月
）
開
催
の
第
三
回
総
会
に
お
い
て
七
月

二
十
日
か
ら
の
専
門
委
員
会
委
員
を
新
た
に
選
任
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

委
員
長　

中　

條　

泰　

洋

�

（
古
川
地
域
）

副
委
員
長　

佐
々
木　

正　

彦

�

（
田
尻
地
域
）

※
（
会
長
・
会
長
職
務
代
理
者
以
外
の

全
て
の
農
業
委
員
は
農
地
委
員
会
に

所
属
し
ま
す
。）

委
員
長　

中　

鉢　
　
　

守

�

（
鳴
子
温
泉
地
域
）

副
委
員
長　

菅　

原　

清　

一

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

渋　

谷　

裕　

子

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

高　

橋　

順　

子

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　
　
　

渉

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

只　

埜　

和　

臣

�

（
松
山
地
域
）

委　
　

員　

横　

山　

藏　

人

�

（
三
本
木
地
域
）

委　
　

員　

齋　

藤　

真
理
子

�

（
鹿
島
台
地
域
）

委　
　

員　

佐　

藤　

裕　

之

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

齋　

藤　

浩　

義

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

武　

田　

俊　

美

�

（
田
尻
地
域
）

委
員
長　

布　

塚　

幸　

子

�

（
岩
出
山
地
域
）

副
委
員
長　

小
野
寺　

正　

晃

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

鈴　

木　

淳　

也　

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

佐
々
木　

俊　

通　

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

鈴　

木　
　
　

至　

�

（
古
川
地
域
）

委　
　

員　

櫻　

井　

正　

幸

�

（
松
山
地
域
）

委　
　

員　

小　

関　

芳　

樹　
　

�

（
三
本
木
地
域
）

委　
　

員　

下　

山　

信　

行　

�

（
鹿
島
台
地
域
）

委　
　

員　

菅　

原  

ま
り
子　

�

（
岩
出
山
地
域
）

委　
　

員　

髙　

橋  

英
理
子　

�

（
鳴
子
温
泉
地
域
）

委　
　

員　

菅　

原　

ひ
ろ
み

�

（
田
尻
地
域
）

農

地

委

員

会

農

政

委

員

会

企
画
広
報
委
員
会

専
門
委
員
会
委
員
紹
介
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三
本
木
地
域　

跡　

部　

幸　

子
さ
ん

問　

農
業
を
し
て
良
か
っ
た
こ

と
は
？

答　

時
間
に
縛
ら
れ
ず
に
、
自

由
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
い
つ

も
、
新
鮮
な
野
菜
が
た
く
さ
ん

食
べ
れ
る
こ
と
で
す
。

問　

農
業
を
し
て
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
？

答　

自
分
が
手
を
か
け
た
だ
け

農
産
物
が
答
え
て
く
れ
、
収
穫

の
喜
び
が
あ
る
こ
と
で
す
。

問　

農
業
で
つ
ら
い
と
思
っ
た

こ
と
は
？

答　

農
繁
期
に
な
る
と
、
体
調

が
悪
く
て
も
休
ん
で
い
ら
れ

ず
、
無
理
を
し
て
で
も
働
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

問　

昨
年
の
米
価
下
落
に
つ
い

て
思
っ
た
こ
と
は
？

答　

こ
れ
だ
け
米
価
が
下
が
っ

て
し
ま
う
と
安
定
し
た
農
業
経

営
が
出
来
ず
、
離
農
者
が
加
速

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
世
界
的
な
食
糧
危
機
に

備
え
る
た
め
に
は
、
自
国
の
農

業
を
守
っ
て
い
く
政
策
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

問　

今
後
の
目
標
は
？

答　

大
き
な
目
標
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
健
康
に
留
意
し
な
が

ら
、
高
品
質
の
農
産
物
が
生
産

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

�　

取
材　

横
山　

藏
人

委
員 スイカ畑で

　

大
崎
市
農
業
委
員
会
で
は
農
業
関

係
団
体
等
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参

加
す
る
ほ
か
、
年
に
三
回
程
度
、
委

員
全
体
会
議
を
開
催
し
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
資

質
向
上
と
相
互
研
鑽
、
情
報
共
有
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
四
月
二
十
五
日

（
月
）
に
第
一
回
大
崎
市
農
業
委
員

会
委
員
全
体
会
議
を
開
催
し
、
大
崎

市
農
業
委
員
会
に
お
け
る
綱
紀
粛

正
を
徹
底
す
る
た
め
、
農
業
委
員

会
の
法
令
遵
守
の
申
し
合
わ
せ
決

議
を
行
っ
た
後
、
農
業
委
員
会
に

よ
る
最
適
化
活
動
の
推
進
等
に
つ

い
て
、
宮
城
県
農
業
委
員
会
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
構
一
般
社
団
法
人
宮

城
県
農
業
会
議
の
中
鉢
正
信
事
務

局
次
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
研
修

し
ま
し
た
。

大崎市農業委員会委員全体会議開催大崎市農業委員会委員全体会議開催
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田
尻
地
域　

遠　

藤　

靖　

之
さ
ん
（
四
十
歳
）

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

が
ん
ば
る
農
業
者

問　

就
農
年
齢
は
？

答　

就
農
は
二
十
二
歳
の
時
で
す
。

問　

現
在
の
経
営
内
容
は
？

答　

酪
農
（
乳
牛
三
十
頭
）
、
水
稲

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
牧
草
地
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

問　

就
農
し
た
き
っ
か
け
、
就
農
ま

で
の
道
の
り
は
？

答　

子
供
の
頃
か
ら
家
の
手
伝
い
を

し
て
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
自
分
も
将

来
、
農
業
を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
牛
田
農
林
高
校
卒
業
後
に
宮
城
農
業

大
学
校
に
入
学
し
、
い
ろ
い
ろ
な
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
一
年

間
七
ヶ
宿
町
で
酪
農
の
研
修
を
行
い
、

そ
の
後
に
就
農
し
ま
し
た
。

問　

農
業
を
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？

答　

自
分
で
計
画
を
立
て
た
仕
事
が
う

ま
く
い
っ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。

　

失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
が
楽

し
い
で
す
。

問　

今
後
の
抱
負
は
？

答　

規
模
拡
大
も
し
た
い
で
す
が
、
あ

ま
り
無
理
を
せ
ず
、
自
分
に
合
っ
た
経

営
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
の
方
で
は
、
雌
雄
判
別
精
液
や

和
牛
受
精
卵
移
植
な
ど
の
技
術
を
今
以

上
に
活
用
し
、
経
営
に
生
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

�

取
材　

菅
原　

ひ
ろ
み

委
員

　

長
年
、
旧
鳴
子
町
議
会
議
員
を
務
め
た

大
場
さ
ん
は
、
議
員
引
退
後
も
「
地
域
の

為
に
何
か
を
し
た
い
！
自
然
豊
か
な
鬼
首

の
風
景
を
残
し
た
い
！
」
と
の
強
い
思
い

か
ら
、
自
宅
近
く
の
一
角
に
、
昔
の
人
の

知
恵
を
再
現
し
た
、雪
と
共
存
す
る
施
設
、

「
雪
室
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。（
雪
室
と

は
、
氷
や
雪
を
室
内
に
入
れ
、
暑
さ
で
食

材
が
傷
ま
な
い
よ
う
に
す
る
昔
な
が
ら
の

保
存
庫
の
こ
と
。）

　

実
際
に
雪
室
を
活
用
し
て
い
る
七
ヶ
宿

町
、
山
形
県
郡
市
部
や
秋
田
県
横
手
市
を

視
察
し
構
想
を
練
り
、
令
和
二
年
二
月
に

建
設
を
ス
タ
ー
ト
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
練
り

か
ら
、
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
一
つ
一
つ
の
積
み

上
げ
ま
で
、
私
財
を
投
じ
、
ほ
と
ん
ど
を

独
力
で
行
い
、
昨
年
十
月
に
完
成
し
ま

し
た
。
今
年
一
月
に
は
、
除
雪
機
と
人

力
で
、
地
表
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

の
窓
か
ら
約
十
ト
ン
の
雪
を
詰
め
込
む

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
雪
室
の

中
に
は
、
り
ん
ご
、
米
や
野
菜
な
ど

二
十
種
類
の
作
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
場
さ
ん
は
「
夏
場
の
暑
さ
を
乗

り
越
え
ら
れ
れ
ば
成
功
。」
と
笑
顔
で

言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
先
人
の
知
恵
を
生
か
し
、
停
電
に

備
え
た
、
自
然
の
冷
蔵
庫
は
、
近
所
の

為
に
活
用
し
た
い
」
と
大
場
さ
ん
の
地

域
構
想
は
、
ま
だ
ま
だ
膨
ら
み
そ
う
で

す
。�

取
材　

髙
橋　

英
理
子
委
員

大　

場　

常　

男
さ
ん
（
七
十
七
歳
）雪の詰め込み作業中
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岩出山地域
取材　
布　塚　幸　子 委員

一人3粒、落とさないようにギュッとにぎって一人3粒、落とさないようにギュッとにぎって

これが「たね」だよこれが「たね」だよ

楽しみ～！ 早く食べたい！！楽しみ～！ 早く食べたい！！
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七
月
二
十
七
日
、
大
崎
市
に
対
し
、

七
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農

家
の
支
援
を
求
め
る
緊
急
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

　
佐
々
木
政
直
会
長
を
は
じ
め
役
員
が

大
崎
市
農
業
員
会
を
代
表
し
て
大
崎
市

役
所
を
訪
れ
、
伊
藤
康
志
大
崎
市
長
に

要
望
書
を
提
出
し
、
被
災
農
家
の
経
営

再
建
と
安
定
、
再
生
産
の
確
保
と
農
地

の
早
急
な
復
旧
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

七
月
の
豪
雨
に
伴
う

緊
急
要
望
書
を
提
出

七
月
の
豪
雨
に
伴
う

緊
急
要
望
書
を
提
出

七
月
の
豪
雨
に
伴
う

緊
急
要
望
書
を
提
出

　

今
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
真
新
し
い
大
崎
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
も
」
を
会
場
に
七
月
一
日

（
金
）
一
日
女
性
農
業
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

り
一
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
大
崎
地
域

か
ら
推
薦
さ
れ
た
高
校
生
や
大
学
生
を

含
む
十
八
名
の
女
性
が
参
加
し
、
大
崎

市
農
業
委
員
会
佐
々
木
政
直
会
長
よ
り

委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
、
令
和
四
年
度

事
業
計
画
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進

等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
は
、
「
イ
チ
ゴ
農
家
も
う

一
つ
の
顔
」
と
題
し
、
石
巻
市
で
イ
チ

ゴ
農
家
を
営
み
な
が
ら
マ
ジ
シ
ャ
ン
と

し
て
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
「
魔
法
使

い
じ
ゃ
が
り
こ
」
渡
邊
一
弘
氏
を
迎
え

開
催
し
ま
し
た
。
初
め
は
硬
い
雰
囲
気

だ
っ
た
会
場
も
華
麗
な
マ
ジ
ッ
ク
の
披

露
で
一
気
に
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
地
産
地
消
の
思
い
を
込
め

た
鳴
子
温
泉
産
米
「
ゆ
き
む
す
び
」
の

お
む
す
び
弁
当
を
い
た
だ
き
、
は
じ
め

て
食
べ
る
方
が
多
く
と
て
も
美
味
し
い

と
評
判
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
意
見
交
換
で
は
、
「
農

業
に
対
す
る
女
性
の
思
い
」
を
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
仕
事
や
日
常
生

活
に
お
い
て
経
験
し
た
こ
と
感
じ
て
い

る
こ
と
を
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
感

性
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
終
始

笑
い
声
の
絶
え
な
い
時
間
で
し
た
。

　

最
後
は
公
務
ご
多
忙
の
中
、
伊
藤
康

志
大
崎
市
長
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
物

価
上
昇
に
伴
う
農
業
資
材
購
入
費
支
援

や
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
の
早
急
な
対

策
、
安
定
し
た
農
業
所
得
の
確
保
、
鳥

獣
被
害
対
策
等
の
要
望
を
伝
え
、
伊
藤

市
長
か
ら
は
今
後
も
農
業
政
策
を
実
行

し
て
行
く
上
で
、
感
性
豊
か
で
柔
軟
性

の
あ
る
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
し
て

い
き
た
い
と
の
力
強
い
発
言
も
あ
り
、

今
後
の
提
案
も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
伊
藤
市
長
に
直
接

自
分
た
ち
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
、
そ
の
思
い

は
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
今
後
、
一
つ
で
も
多
く
の
意
見

が
農
業
政
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
様
々

な
意
見
や
考
え
を
間
近
で
聞
く
こ
と
が

で
き
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
真

剣
に
そ
し
て
前
向
き
に
農
業
問
題
の
解

決
策
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
と

て
も
心
強
く
思
え
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

情
勢
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ

う
に
感
じ
、
お
互
い
が
成
長
で
き
た
と

て
も
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。　
　

　

次
回
2
回
目
の
十
一
月
に
は
、
さ
ら

に
輝
き
を
増
し
た
女
性
委
員
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

�

下
山　

信
行
委
員

�

※
後
援
「
み
や
ぎ
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ス
21
」

一
日
女
性

　

農
業
委
員
会
開
催

一
日
女
性

　

農
業
委
員
会
開
催
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①耕作目的による権利を移動する場合（農地法第３条、農業経営基盤強化促進法）

　●窓口

②転用をする場合（農地法第４条・第５条）　

　●窓口

③現状変更をする場合

●条件

　●窓口

④相続した場合

　●窓口　

⑤その他農地に関すること
　●窓口

●申請について
● 毎月１０日締切

注： 前月２５日締切

　遊休農地や農地の無断転用の実態を把握する
ため、７月から９月にかけて農業委員会による
農地の利用状況調査を実施しています。
　調査の結果、遊休農地の所有者等に対し「利
用意向調査」を実施するほか、新たに遊休農地

や、農地法の許可を受けずに宅地や資材置場な
どに利用している農地が確認された場合は、健
全な農地の維持と有効活用を図るため、該当農
地の所有者・使用者へ指導を行います。
　農地に関する貸借や売買、転用などについて
は地域の農業委員、農地利用最適化推進委員、
又は農業委員会事務局にご相談ください。

農地等利用状況調査を実施しています
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編集：企画広報委員会

※農業委員会関係諸証明の
　ほかに下記証明書の交付
　ができます。 
　●住民票
　●印鑑登録証明書
　●農耕用機械所有証明書

☎ ☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

　

今
夏
も
異
常
な
猛
暑
と
、
異
例

の
早
さ
の
梅
雨
明
け
な
ど
予
想
外

な
天
候
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
未
だ
終
息
を
見

せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の

戦
争
な
ど
に
よ
る
経
済
情
勢
の
不

安
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
状

況
で
す
。

　

そ
ん
な
状
況
で
も
、
活
路
を
見

出
せ
る
力
を
日
本
人
は
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
者
も
変
わ
り
行
く
時
代
に

「
ひ
ら
め
き
」「
直
感
」
を
持
っ

て
何
か
を
変
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
で
も
、
農

業
者
に
と
っ
て
力
に
な
れ
る
情
報

を
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
通
じ
て

発
信
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
寺　

正
晃

　

松
山
地
域
次
橋
地
区
の
今
野
稔
さ

ん
は
稲
作
と
繁
殖
肥
育
牛
一
貫
を
家

族
で
経
営
す
る
農
業
者
で
す
。
と
て

も
農
業
者
年
金
を
五
年
前
か
ら
受
給

し
て
い
る
と
思
え
な
い
若
さ
に
驚
き

ま
す
。
中
学
生
に
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ま

じ
ゃ
ら
い
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の

会
長
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
っ
て

い
る
の
が
、
若
さ
を
保
つ
秘
訣
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
「
農
業
者
年
金
の
掛
け
金
は
大
変
で

し
た
が
、
老
後
の
生
活
を
少
し
で
も

充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
、
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
は
、
妻
と
の
旅
行
や
成

人
し
た
子
供
達
と
呑
む
酒
代
に
使
っ

て
い
ま
す
。」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

取
材　

櫻
井　

正
幸
委
員

農業者年金で安心で豊かな老後を！農業者年金で安心で豊かな老後を！

※さらに、年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳未満の国民年金の
　任意加入者も加入できます。
●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
　　高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の夫婦2人）の家計費は、現金支出で月額約22万円
　　が必要です。（総務省家計調査などより）

松山地域
今　野　　　稔 さん

農業者年金へは、次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます

※１ 農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（付加年金保険料月額400円）への加入が必要です。
※２ 農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金を含む）及び個人型確定拠出年金（イデコ）とは重複加入できませんのでご注意ください。


